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北
麓
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
県
大
会
で
１･

２
位
！

県
テ
コ
ン
ド
ー
競
技
会
に
親
子
で
３
位
入
賞

　
　
勝
山
の
小
林
夕
美
・
華
子
さ
ん

宮
下
昭
夫
さ
ん
が
、

　
健
や
か
山
梨
21
推
進
会
議
で
個
人
表
彰
！
　

　
　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

持
田
利
雄
さ
ん
が
、平
成
18
年
度
山
梨
県

　
青
少
年
健
全
育
成
功
労
者
知
事
表
彰
！

　
　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　　
北
麓
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
は
、
平

成
10
年
10
月
に
小
立
小
学
校
体
育
館
を
練
習
場
所
と
し
、

15
名
の
小
学
生
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
と
し
て
発
足
い

た
し
ま
し
た
。
以
来
、
地
元
の
み
な
さ
ん
の
暖
か
い
ご

協
力
と
ご
声
援
を
力
に
、
平
成
15
年
に
は
千
葉
の
幕
張

メ
ッ
セ
で
開
催
さ
れ
た
全
国
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会
に
お

い
て
、
山
梨
県
代
表
と
し
て
出
場
し
、
準
優
勝
の
成
績

を
収
め
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
を
大
き
な
契
機
と
し
、
近

年
に
お
い
て
は
、
45
名
の
小
学
生
が
、
毎
週
金
曜
日
の

夜
と
土
曜
日
の
午
前
中
に
、
小
立
小
学
校
体
育
館
に
集

い
、
3
チ
ー
ム
に
分
か
れ
厳
し
い
練
習
を
行
な
っ
て
お

り
ま
す
。

　
ま
た
、
子
ど
も
達
と
保

護
者
と
の
話
し
合
い
か
ら
、

ス
ポ
ー
ツ
活
動
ば
か
り
で

な
く
、
地
元
へ
の
感
謝
を
こ

め
、
小
立
小
学
校
体
育
館
の

清
掃
を
は
じ
め
、
八
木
崎

公
園
の
ゴ
ミ
拾
い
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
、
富
士
山
で
の
清

掃
活
動
な
ど
、
奉
仕
活
動
も

大
切
な
チ
ー
ム
活
動
の
一

環
と
し
て
取
り
組
ん
で
お

り
ま
す
。

　
過
日
、
10
月
28
日
に
南

ア
ル
プ
ス
市
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
、
関
東
選
手
権
山

梨
県
予
選
に
お
い
て
、
北

麓
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
3
チ
ー

ム
の
内
、
2
チ
ー
ム(

北
麓

フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
、
北
麓
サ

ー
パ
ス)

が
、
優
勝
と
準
優

勝
の
好
成
績
を
収
め
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　
11
月
26
日
に
埼
玉
県
の
熊
谷
ド
ー
ム
に
お
い
て
開
催

さ
れ
た
関
東
選
手
権
大
会
出
場
で
は
、
予
選
リ
ー
グ
ト

ッ
プ
の
成
績
で
決
勝
リ
ー
グ
に
進
み
ま
し
た
が
、
2
回

戦
で
惜
し
く
も
敗
れ
ま
し
た
。

　
11
月
18
日
、
県
立
文
学
館
で

行
わ
れ
た
、
「
健
や
か
山
梨
21

推
進
会
議
」
で
、
宮
下
昭
夫
さ

ん
（
長
浜
）
が
「
健
康
づ
く
り

表
彰
」
の
個
人
表
彰
を
受
け
ら

れ
ま
し
た
。

　
宮
下
さ
ん
は
、
県
の
高
齢
者
総
合
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の

輪
投
げ
チ
ー
ム
の
選
手
兼
監
督
と
し
て
連
続
出
場
し
、

５
回
の
優
勝
を
成
し
遂
げ
た
他
ほ
か
、
５
年
ほ
ど
前
か

ら
地
域
の
高
齢
者
の
グ
ラ
ン
ド
グ
ル
フ
の
集
ま
り
を
月

２
回
開
催
し
、
高
齢
者
の
皆
さ
ん
の
交
流
と
体
力
づ
く

り
に
励
ん
で
き
た
こ
と
等
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　
持
田
さ
ん
は
、
南
都
留
地
区

の
子
供
ク
ラ
ブ
指
導
者
連
絡
協

議
会
の
会
長
と
し
て
、
子
ど
も

ク
ラ
ブ
活
動
の
活
性
化
に
貢
献
。

ま
た
、
青
少
年
育
成
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
と
し
て
、
地
域
の
青
少
年
健
全
育
成
に
尽
力
し
ま

し
た
。
更
に
県
の
子
ど
も
ク
ラ
ブ
指
導
者
連
絡
協
議
会

の
役
員
を
歴
任
し
、
本
県
の
子
ど
も
ク
ラ
ブ
活
動
の
普

及
と
活
性
化
に
大
き
く
貢
献
す
る
と
と
も
に
、(

社)

青

少
年
育
成
山
梨
県
民
会
議
の
理
事
と
し
て
も
励
ん
で
き

た
こ
と
等
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　
現
在
富
士
河
口
湖
町
中
央
公
民
館
会
長
。

　
10
月
29
日
、
小
瀬
ス
ポ
ー
ツ
公
園
武
道
ア
リ
ー
ナ
で

行
わ
れ
た
「
第
７
回
山
梨
県
テ
コ
ン
ド
ー
競
技
会
」
に

勝
山
地
区
在
住
の
小
林
夕
美
・
華
子
さ
ん
親
子
が
、
一

般
女
性
Ｂ
の
部
と
小
学
校
高
学
年
部
門
Ｂ
の
部
で
そ
れ

ぞ
れ
３
位
に
入
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
今
大
会
に
は
入
賞
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
息
子
さ

ん
も
一
緒
に
テ
コ
ン
ド
ー
を
や
っ
て
お
り
、
家
族
一
緒

に
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
と
の
こ
と
、

こ
れ
か
ら
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
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晴
天
に
恵
ま
れ
、
大
勢
の
皆
さ
ん
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
町
の
誕
生
日
を
祝
い
ま
し
た
。

株式会社自然楽校

西湖漁業協同組合

菊水電子工業（株）

久保田一竹美術館

河口湖商業振興会

シルバンズ

河口湖ショッピングセンター

松山油脂富士河口湖工場

河口湖観光連盟

井出酒販

河口湖商工会

美富士農協

白壁　護 (船津)

東京電力

清水國明カービーング作品

現金10,000円

現金10,000円

絵本「一竹美術館の話し」15冊

お食事券;2000円×7組、

お買い物券;1,000円×6組

食事券2000円×５口

ホットカーペット

無添加せっけん120個、

しその葉ハンドソープ96本、

台所用液体せっけん72本

ジャグジーポット2ヶ

甲斐の開運「吟醸」720� 12本

お食事券;2000円×3組、

お買い物券;1,000円×４組

お茶、ドリンク

白富士茸

バスローブ、ＩＨフライパン

企業・団体名 提 供 商 品

　
11
月
５
日
に
開
催
し
ま
し
た
「
第
３
回
い
き
い
き
み
ん

な
の
ま
ち
の
誕
生
日
」
イ
ベ
ン
ト
は
、
秋
晴
れ
の
も
と
役
場

駐
車
場
と
中
央
公
民
館
ホ

ー
ル
、
子
ど
も
未
来
創
造

館
の
各
会
場
で
に
ぎ
や
か

に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
イ
ベ
ン
ト
は
、
小
佐
野

町
長
の
あ
い
さ
つ
の
後
、

実
行
委
員
長
の
開
会
宣
言

に
合
わ
せ
、
自
分
の
夢
・

町
の
夢
を
託
し
た
風
船
を

飛
ば
し
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。
湖
南
中
学
校
吹
奏
楽

部
の
演
奏
、
東
京
都
中
央

区
浜
町
の
子
ど
も
囃
子
と

小
立
林
区
の
「
み
ち
囃
子
」
で
お
祭
り
の
ム
ー
ド
を
作
り
、

役
場
駐
車
場
を
一
周
し
、
最
後
に
会
場
の
メ
イ
ン
ス
ト
リ

ー
ト
を
練
り
歩
い

た
本
栖
の
公
家
行

列
で
午
前
中
の
最

高
潮
を
迎
え
ま
し

た
。
　
中
央
公
民
館
ホ

ー
ル
で
は
、
フ
ル

ー
ト
の
演
奏
で
幕

を
開
け
、
人
形
劇

や
児
童
劇
、
大
型

紙
芝
居
に
本
の
読

み
聞
か
せ
、
そ
し

て
、
小
立
林
区
の

村
歌
舞
伎
が
み
ご

と
取
り
を
締
め
ま

し
た
。

　
役
場
駐
車
場
会
場
で
は
、健
康
科
学
大
学
軽
音
楽
部
の
皆

さ
ん
の
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
、
子
ど
も
た
ち
を
や
さ
し
く
指

導
し
て
く
れ
た
ジ
ャ
グ
リ
ン
グ
部
の
演
技
、
華
や
か
な
衣

装
で
巧
み
に
踊
る
ス
ク
エ
ア
ダ
ン
ス
の
皆
さ
ん
、
そ
し
て
、

圧
倒
的
な
パ
ワ
ー
で
会
場
を
一
つ
に
し
た
木
の
花
舞
桜
・

キ
ッ
ズ
ふ
じ
や
ま
の
皆
さ
ん
の
踊
り
で
大
い
に
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。

　
次
は
、
待
ち
に
待
っ
た
「
大
抽
選
会
」
、
抽
選
会
に
協
賛
し

て
い
た
だ
い
た
企
業
・
団
体
か
ら
の
70
個
の
賞
品
の
抽
選

に
は
、
感
激
と
た
め
息
の
声
が
会
場
を
包
み
ま
し
た
。
最
後

の
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
は
大
合
唱
。
ビ
ー
ツ
の
皆
さ
ん
の
歌
唱

指
導
の
も
と
に
、
皆
さ
ん
で
「
翼
を
く
だ
さ
い
」
を
歌
い
上

げ
、
イ
ベ
ン
ト
を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
イ
ベ
ン
ト
の
テ
ー
マ
で
あ
る
「
町
を
知
ろ
う
」
の

一
環
と
し
て
行
っ
た
「
富
士
河
口
湖
検
定
」
に
も
多
く
の
皆

さ
ん
に
挑
戦
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
検
定
の
問
題
は
30
、

31
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
あ
り
ま
す
の
で
是
非
、
挑
戦
し
て

み
て
下
さ
い
。

　
な
お
、
当
日
検
定
に
挑
戦
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
さ

ん
の
う
ち
、
上
位
回
答
者
の
方
々
を
紹
介
し
ま
す
。（
50
問

で
、40
点
以
上
の
方
で
す
。
）

　
43
点
　
深
沢
　
昭
彦（
小
立
）　
42
点
　
宇
野
　
　
勇（
船
津
）

　
41
点
　
小
佐
野
常
夫（
船
津
）　
40
点
　
古
屋
　
知
子（
千
葉
）

　
　
　
　
　 

大抽選会に協賛いただいた企業・団体

※
ご
協
賛
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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山
梨
県
知
事
選
挙

　
　
　
　
投
票
日
は
1
月
21
日
で
す

あ
な
た
の
一
票
か
ら
県
政
は
始
ま
り
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
棄
権
す
る
こ
と
な
く
投
票
し
ま
し
ょ
う

 

　
１
月
21
日
（
日
）
は
、
山
梨
県
知
事
選
挙
の

投
票
日
（
投
票
時
間
は
午
前
７
時
か
ら
午
後

８
時
ま
で
）
で
す
。

　
こ
の
選
挙
は
、
皆
さ
ん
の
意
見
を
県
政
に

反
映
さ
せ
る
た
め
の
代
表
者
を
選
ぶ
大
切

な
選
挙
で
す
。
一
人
ひ
と
り
の
願
い
を
県
政

に
生
か
す
た
め
、
あ
な
た
の
貴
重
な
一
票
を

大
切
に
し
ま
し
ょ
う
。

投
票
で
き
る
人

　
こ
の
選
挙
の
投
票
を
す
る
に
は
、
富
士
河

口
湖
町
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
必
要
で
、
次
の
要
件
を
満
た
し
て

い
る
人
が
名
簿
に
登
録
さ
れ
、
今
回
の
選
挙

に
投
票
で
き
ま
す
。

一
、
住
所
要
件

　
・
平
成
18
年
10
月
３
日
以
前
か
ら
富
士
河

口
湖
町
の
住
民
基
本
台
帳
に
記
載
さ
れ
、
投

票
日
ま
で
引
き
続
き
住
民
基
本
台
帳
に
記

載
さ
れ
て
い
る
者
。

　
・
平
成
18
年
10
月
３
日
以
前
に
転
入
届
を

出
し
た
方
で
、
投
票
日
ま
で
引
き
続
き
住
民

基
本
台
帳
に
記
載
さ
れ
て
い
る
者

　（
10
月
４
日
以
降
転
入
届
を
さ
れ
た
人
は
、

当
町
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
（
３
か
月
未
満
の
た
め
）
の
で
投
票
で

き
ま
せ
ん
。
）

　
な
お
、
１
月
21
日
（
投
票
日
）
以
前
に
町
外

へ
転
出
さ
れ
た
人
は
、
今
回
の
選
挙
で
は
投

票
で
き
ま
せ
ん
。

二
、
年
齢
要
件

　
・
昭
和
62
年
１
月
22
日
以
前
に
出
生
し
た

者
。
　
選
挙
人
名
簿
登
録
の
有
無
に
つ
い
て
は
、

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
（
�
７
２-

１
１

１
２
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
　
　

　
　
　
　
　
　

入
場
券
は
郵
送
し
ま
す
　

　
投
票
所
の
入
場
券
は
、
１
月
９
日
ご
ろ
ま

で
に
届
く
よ
う
に
郵
送
し
ま
す
。

　
ご
本
人
の
氏
名
や
投
票
所
名
を
確
認
し

て
か
ら
投
票
所
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。
何

か
の
事
情
で
入
場
券
が
投
票
日
ま
で
に
届

か
な
か
っ
た
り
、
紛
失
し
た
場
合
で
も
、
選

挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
れ
ば
投
票
で

き
ま
す
の
で
、投
票
所
へ
お
い
で
く
だ
さ
い
。

　指
定
の
投
票
所
で

　
投
票
所
は
船
津
・
浅
川
・
小
立
・
大
石
・
河

口
・
勝
山
・
長
浜
・
西
湖
・
根
場
・
大
嵐
・
精
進
・

本
栖
・
富
士
ヶ
嶺
地
区
に
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の

場
所
に
設
け
ら
れ
ま
す
。
船
津
地
区
は
２
か

所
が
投
票
所
と
な
り
ま
す
の
で
、
ま
ち
が
え

な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

船
津
地
区
公
民
館
　
　
　
（
第
１
投
票
区
）

浅
川
公
民
館
　
　
　
　
　
（
第
２
投
票
区
）

小
立
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
　
（
第
３
投
票
区
）

大
石
住
民
セ
ン
タ
ー
　
　
（
第
４
投
票
区
）

河
口
住
民
セ
ン
タ
ー
　
　
（
第
５
投
票
区
）

船
津
保
育
所
　
　
　
　
　
（
第
６
投
票
区
）

勝
山
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
（
第
７
投
票
区
）

足
和
田
交
流
セ
ン
タ
ー
　
（
第
８
投
票
区
）

西
湖
公
民
館
　
　
　
　
　
（
第
９
投
票
区
）

根
場
公
民
館
　
　
　
　
　
（
第
10
投
票
区
）

大
嵐
児
童
館
　
　
　
　
　
（
第
11
投
票
区
）�

精
進
・
本
栖
保
育
所
　
　 

 

（
第
12
投
票
区
）

本
栖
公
民
館
　
　
　
　
　
（
第
13
投
票
区
）

上
九
一
色
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
第
14
投
票
区
）

　
指
定
さ
れ
た
投
票
所
以
外
で
は
投
票
で

き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

町
内
で
住
所
を
移
さ
れ
た
転
居
の
場
合
、
以

前
の
住
所
に
入
場
券
が
送
ら
れ
る
こ
と
が

あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
入
場
券
に
記
載

さ
れ
た
投
票
所
で
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

代
理
投
票

　
体
が
不
自
由
で
あ
っ
た
り
し
て
文
字
が

書
け
な
い
人
に
は
、
投
票
所
の
係
員
が
投
票

の
秘
密
を
侵
す
こ
の
な
く
代
理
で
筆
記
す

る
代
理
投
票
も
で
き
ま
す
。
本
人
が
直
接
投

票
所
受
付
で
係
員
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

　投
票
日
に
投
票
所
へ
行
け
な
い
人
　

～
期
日
前
投
票
の
ご
案
内
～

　
仕
事
の
都
合
や
病
気
、
旅
行
、
出
産
な
ど

の
や
む
を
得
な
い
理
由
に
よ
り
、
投
票
日
に

投
票
所
に
行
け
な
い
人
の
た
め
に
、
期
日
前

投
票
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
期
日
前
投
票
を
す
る
に
は
、
本
人
を
確
認

で
き
る
書
類
（
運
転
免
許
証
等
）
か
入
場
券

（
届
い
て
い
る
方
）
を
持
っ
て
、
町
役
場
に
お

い
で
く
だ
さ
い
。

　
期
日
前
投
票
の
期
間
は
１
月
５
日(

金)

か
ら
１
月
20
日
（
土
）
ま
で
の
毎
日
午
前
８

時
30
分
か
ら
午
後
８
時
ま
で
役
場
１
階
に

あ
る
期
日
前
投
票
所
で
で
き
ま
す
。
備
え
付

け
の
宣
誓
書
に
不
在
の
理
由
な
ど
を
記
入

の
う
え
投
票
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

～
不
在
者
投
票
の
ご
案
内
～
　

　
病
院
や
施
設
に
入
院
、
入
所
さ
れ
て
い
る

場
合
、
各
施
設
で
投
票
で
き
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
選
挙
管
理
委
員
会
か
病
院
等
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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本
栖
公
民
館

(

第
13
投
票
区)

精
進
・
本
栖
保
育
所

(

第
12
投
票
区)

　
き
れ
い
な
選
挙
の
実
現
は
、
民

主
主
義
の
基
盤
を
な
す
も
の
で
す
。

　
明
る
く
き
れ
い
な
選
挙
は
誰

も
が
望
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
を
実

現
で
き
る
の
は
有
権
者
の
自
覚

で
あ
り
、
候
補
者
本
人
と
選
挙
運

動
に
た
ず
さ
わ
る
方
の
良
識
あ

る
行
動
で
す
。

　
有
権
者
一
人
ひ
と
り
の
良
識

と
自
覚
が
、
正
し
く
き
れ
い
な
選

挙
を
実
現
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
選
挙
の
浄
化
に
皆
さ
ん
の
ご

協
力
と
ご
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
わ
た
し
た
ち
の
意
見
を
こ
れ

か
ら
の
県
政
に
反
映
さ
せ
る
た

め
の
代
表
者
を
選
ぶ
大
切
な
選

挙
で
す
。
一
人
ひ
と
り
が
責
任
を

持
っ
て
、
一
票
を
投
じ
、
明
る
く

き
れ
い
な
選
挙
の
実
現
に
み
ん

な
で
努
め
ま
し
ょ
う
。

有
権
者
の
皆
さ
ん
の

正
し
い
良
識
と

自
覚
で
、

明
る
く

き
れ
い
な
選
挙
を

富士河口湖町

交流センター

河口湖駅

河口湖
郵便局

丸文ビル●

船津小学校

校　　　舎
船津地区
公 民 館

民宿あじ味

白山神社

河
　
口
　
湖

●湖畔荘

●ホテル湖龍

浅　　川
公 民 館

河　口　湖

山梨中央銀行

●妙法寺

小立簡易郵便局

●小立保育所宝司医院●

小立小学校●

小立福祉
センター

河　口　湖

●大石郵便局

●浅間神社

●大石小学校

海蔵寺

JA北富士

大石住民
センター

河
　
口
　
湖

西
　
湖

西　湖

郵
便
局

大嵐
児童館

浅間神社

河口保育所
信号

JA北富士警察官
駐在所

河口住民
センター

河
口
小
学
校
●

河口湖町駅前通り至小立

至富士山

至小立

東電変電所●

一方通行にご協力ください

商工会●

至富士吉田

●セブンイレブン

船 　 津
保 育 所

ス
バ
ル
ラ
イ
ン

P

P

P P

P

船
津
地
区
公
民
館

(

第
1
投
票
区)

小
立
福
祉
セ
ン
タ
ー

(

第
3
投
票
区)

大
石
住
民
セ
ン
タ
ー

(

第
4
投
票
区)

河
口
住
民
セ
ン
タ
ー

(

第
5
投
票
区)

足
和
田
交
流
セ
ン
タ
ー

(

第
8
投
票
区)

船
津
保
育
所

(

第
6
投
票
区)

勝
山
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

(

第
7
投
票
区)

大
嵐
児
童
館

(

第
11
投
票
区)

西
湖
公
民
館

(

第
9
投
票
区)

根
場
公
民
館

(

第
10
投
票
区)

浅
川
公
民
館

(

第
2
投
票
区)

旧勝山役場

コウモリ穴
至
コ
ウ
モ
リ
穴

農協

大嵐小学校

至野鳥の森
公園

至鳴沢 至勝山

富士ビューホテル

西浜小・中学校

西湖民宿

勝山小・中学校勝山小・中学校

●

●

●

●

●

● ●

●

●

勝山ふれあい
センター

足和田交流
センター

西湖公民館

根場
公民館

西　湖

至精
進湖

至
富
士
宮

上九一色中学校

江岸寺江岸寺

本　　栖
公 民 館

山神社

至
本
栖
湖

精進小学校

至河口湖 至本栖湖

精
進
出
張
所

精
進
・
本
栖
保
育
所

精進郵便局

JA精進支所

至鳴沢

至本栖湖

至富士宮

富士ヶ嶺公民館

富
士
ヶ
嶺
A
コ
ー
プ

富士ヶ嶺
保育所富士豊茂

小学校 上九一色
コミュニティ
センター

上九一色
コミュニティ
センター

上
九
一
色
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

(

第
14
投
票
区)

投票所案内略図投票所案内略図

入場券に記載されている

投票所で投票できます。
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去
る
11
月
15
日
の
町
制
記
念
日
に
、
勝

山
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
町
制

施
行
３
周
年
の
記
念
式
典
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
こ
の
中
で
、
こ
れ
ま
で
の
行
政
進
展

に
大
き
く
貢
献
さ
れ
た
功
労
者
と
善
行
の

あ
っ
た
方
、
各
種
各
種
事
業
に
協
力
い
た

だ
い
た
方
々
へ
の
感
謝
状
の
贈
呈
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

渡
辺
　
静
勇
　
大
嵐�

 

　
　
　
　
　(

昭
和
３
年
３
月
20
日
生)

　
旧
足
和
田
村
に
お
い
て
農
業
委
員
会
委

員
を
６
年
、
民
生
委
員
協
議
会
委
員
を
４

年
、
文
化
財
審
議
会
委
員
３
年
８
ヶ
月
に

渡
り
歴
任
し
、
村
政
振
興
の
た
め
に
貢
献

し
た
。
合
併
後
も
引
き
続
き
文
化
財
審
議

会
委
員
４
ヶ
月
を
勤
め
ら
れ
、
町
政
の
発

展
の
た
め
に
貢
献
し
た
。

小
林
　
　
司
　
勝
山

　
　
　
　
　
（
昭
和
３
年
５
月
７
日
生
）

　
旧
勝
山
村
長
を
４
期
12
年
７
ヶ
月
歴
任

し
、
富
士
河
口
湖
町
合
併
に
多
大
な
貢
献

を
し
た
。
ま
た
、
旧
勝
山
村
に
お
い
て
勝

山
村
議
会
議
員
を
４
年
、
在
職
中
に
村
議

会
議
長
・
教
育
委
員
を
２
年
６
ヶ
月
在
職

中
に
教
育
委
員
長
・
鳴
沢
村
ほ
か
１
町
２

ヶ
村
恩
賜
県
有
財
産
保
護
組
合
議
員
・
青

木
ヶ
原
ご
み
処
理
組
合
管
理
等
多
年
に
わ

た
り
多
く
の
公
職
を
歴
任
し
、
村
政
振
興

の
た
め
貢
献
し
た
。
合
併
後
も
富
士
河
口

湖
町
職
務
執
行
者
及
び
初
代
富
士
河
口
湖

町
助
役
と
し
て
町
政
の
発
展
の
た
め
に
貢

献
し
た
。

渡
邊
　
芳
明
　
小
立

　
　
　
　
　(

昭
和
３
年
５
月
22
日
生)

　
農
業
委
員
会
委
員
４
年
、
鳴
沢
村
ほ
か

１
町
２
ヶ
村
恩
賜
県
有
財
産
保
護
組
合
議

員
４
年
、
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委

員
３
年
、
河
口
湖
町
総
合
開
発
審
議
会
委

員
２
年
、
公
民
館
運
営
審
議
会
委
員
２
年
、

小
立
財
産
区
管
理
委
員
を
４
年
・
在
職
中

財
産
区
管
理
会
長
・
小
立
公
園
墓
地
管
理

会
委
員
・
富
士
河
口
湖
町
温
泉
運
営
審
議

会
委
員
・
公
共
下
水
道
審
議
会
委
員
等
多

く
の
公
職
を
歴
任
し
、
町
政
振
興
の
た
め

に
貢
献
し
た
。

中
　
嶋
　
　
實
　
河
口

　
　
　
　
　
（
昭
和
３
年
７
月
１
日
生
）

　
旧
河
口
湖
町
に
お
い
て
、
国
民
健
康
保

険
運
営
審
議
会
委
員
７
年
、
選
挙
管
理
委

員
会
委
員
４
年
11
ヶ
月
・
在
職
中
選
挙
管

理
委
員
長
等
歴
任
し
、
多
年
に
わ
た
り
町

政
の
発
展
の
た
め
に
尽
力
し
た
。

朝
比
奈
　
光
雄
　
西
湖
南

　
　
　
　
　
（
昭
和
４
年
５
月
17
日
生
）

　
足
和
田
村
村
議
会
議
員
を
１
期
４
年
・

在
職
中
に
青
木
ヶ
原
外
七
字
及
び
小
合
山

外
七
字
恩
賜
県
有
財
産
保
護
財
産
区
管
理

委
員
、
民
生
委
員
協
議
会
委
員
を
４
年
、

消
防
団
副
団
長
を
１
年
、
消
防
団
長
を
１

年
、
西
湖
財
産
区
管
理
会
委
員
を
４
年
、

農
業
委
員
会
委
員
を
２
年
７
ヶ
月
、
文
化

財
審
議
会
委
員
を
５
年
等
多
く
の
公
職
を

歴
任
し
、
多
年
に
わ
た
り
地
域
振
興
に
貢

献
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

倉
澤
　
節
子
　
船
津

　
多
年
に
わ
た
り
母
子
相
談
員
と
し
て
地

域
住
民
の
生
活
を
援
護
し
、
町
民
福
祉
向

上
に
貢
献
し
た
。

三
浦
　
幸
子
　
長
浜

　
多
年
に
わ
た
り
民
生
委
員
・
母
子
相
談

員
と
し
て
地
域
住
民
の
生
活
を
援
護
し
、

町
民
福
祉
向
上
に
貢
献
し
た
。

外
川
　
喜
重
郎�

船
津

　
町
の
社
会
福
祉
推
進
の
た
め
に
多
年
に

わ
た
り
人
権
擁
護
委
員
と
し
て
地
域
住
民

の
人
権
擁
護
活
動
に
寄
与
し
、
町
民
福
祉

向
上
に
貢
献
し
た

鈴
木
　
俊
夫
　
河
口

　
多
年
に
わ
た
り
地
域
の
清
掃
活
動
を
積

極
的
に
行
い
、
地
域
の
環
境
美
化
活
動
に

貢
献
し
た
。

中
島
　
み
よ
　
河
口

　
多
年
に
わ
た
り
地
域
の
清
掃
活
動
を
積

極
的
に
行
い
、
地
域
の
環
境
美
化
活
動
に

貢
献
し
た
。

小
立
小
学
校
　
小
立

　
平
成
４
年
以
来
全
校
を
あ
げ
て
登
下
校

時
に
お
け
る
清
掃
活
動
を
励
行
し
、
地
域

の
環
境
美
化
活
動
に
貢
献
し
た
。

大
嵐
小
学
校
　
大
嵐

　
平
成
元
年
以
来
全
校
を
あ
げ
て
、
登
下

校
時
に
お
け
る
清
掃
活
動
を
励
行
し
、
地

域
の
環
境
美
化
活
動
に
貢
献
し
た
。

宗
教
法
人
真
如
苑
　
大
石 

　
毎
年
奉
仕
活
動
を
通
し
て
湖
畔
清
掃
を

実
施
し
、
地
域
の
環
境
美
化
活
動
に
貢
献

し
た
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
富
士
山
ク
ラ
ブ
　
西
湖
　

　
ク
ラ
ブ
結
成
以
来
、
富
士
山
及
び
周
辺

の
清
掃
活
動
や
環
境
教
育
の
普
及
を
図
り
、

町
政
の
発
展
に
貢
献
し
た
。

【
富
士
河
口
湖
町
　
功
労
者
】

【
富
士
河
口
湖
町
善
行
者
】

町
制
施
行
記
念
式
典
で
、
町
政
功
労
者
・
善
行
者
を
表
彰
!

　
長
年
に
渡
る
ご
功
績
ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
。

町
制
施
行
記
念
式
典
で
、
町
政
功
労
者
・
善
行
者
を
表
彰
!

　
長
年
に
渡
る
ご
功
績
ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
。

町
制
施
行
記
念
式
典
で
、
町
政
功
労
者
・
善
行
者
を
表
彰
!

　
長
年
に
渡
る
ご
功
績
ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
。
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花と人のハーモニー花と人のハーモニー花と人のハーモニー花と人のハーモニー花と人のハーモニー花と人のハーモニーNo.12No.12

　平成18年11月15日『町制施行３周年記念式典』におい

て、第３回花のまちづくり花壇コンクールの表彰式が行

われ、次のまちかど花壇を管理されている方々が表彰さ

れました。（敬称略）

受賞者紹介!!

「第３回　富士河口湖町　花のまちづくり花壇コンクール」「第３回　富士河口湖町　花のまちづくり花壇コンクール」「第３回　富士河口湖町　花のまちづくり花壇コンクール」

◎最 優 秀 賞　 『湖南会』　　　　　○優　秀　賞 『㈱足和田ホテル』

○優　秀　賞 　『河口花の会』　　　●優　良　賞　『㈲湖月館』

●優　良　賞 　『浅川自治会』

●優　良　賞 　『勝山婦人会』

☆町議会議長賞 『メィミグリーン』

自治会等各種団体部門 企　業　部　門

　来年の春に向け、まちかど花壇を管理していただけるグループ、団体等を募集しています。まちかど花壇とは、道路沿い

の空きスペース等を利用して、花による美しく潤いある景観を演出していこうとする花壇のことです。花の苗はこちら

で準備いたしますが、花の種類（カタログより）、花壇デザインはグループで自由に決めていただきます。苗の数につ

いては花壇の広さ等に合わせてこちらで算出します。花壇管理作業としては施肥、耕耘、植栽、潅水、除草などです。

グループで和気藹々と楽しく、花壇づくりをしてみませんか？

まずは、ご連絡ください。　　　　     連絡先：環境課  Tel　７２－３１６９（直通）

まちかど花壇募集中!

　まちなみ飾花補助金制度とは、公道に接し、道行く人に向けての飾花に対して購入した花苗などに概ね3分の2の金額（

限度額有り）を助成する制度です。

　花の種銀行とは、花の種（元金）を貸し出し、花を充分楽しんでいただいた後、種ができるまで育ててもらい、収穫できた

種のうち貸し出し相当分と余裕があれば利子をつけて種を返却してもらうものです。

「まちなみ飾花補助制度」、「花の種銀行」もご利用ください。
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みなさまに愛される花壇(湖南会) 美術館沿道花壇(河口花の会)
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　各地方公共団体が自主性を発揮し、より身近な行政サービスを効率よく行うために国によって進めら

れてきた三位一体改革。その改革の一環として、国の「所得税」から地方の「住民税（町・県民税）」へ３兆円

の税源移譲が行われます。

　この税源移譲に伴い、皆さんが納めている住民税（町・県民税）が平成１９年度分から大きく変わります。

　より身近な行政サービスを効率よく行えるよう、国から地方へ税源の移譲が行われるからで

す。

　「地方でできることは地方に」という方針のもと進められている三位一体改革ですが、地方自治体

は国が国税として集めた財源の中から国庫補助金を受けており、その行財政システムは必ずしも自

主性が高いとはいえません。

　このため、地方自治体が自主的に財源の確保を行い、住民にとって真に必要な行政サービスを自ら

の責任でより効率的に行えるよう、国税から地方税へ税そのものの形で３兆円の税源移譲をするこ

税務課からのお知らせ

住民税（町民税・県民税）の主な改正についてお知らせします

平成１９年から税源移譲により住民税が変わります！◆国から地方へ

どうして変わるの？Q

A

税源移譲によって住民税が増えても、所得税が減るため、納税者の負担は変わりません。

　住民税（町・県民税）の所得割税率が一律１０％になることに伴い、国税（所得税）の税率構造も見直

されます。

　住民税については、最低税率が５％から１０％に引き上げられ、最高税率が１３％から１０％に引

き下げられます。

　所得税は逆に最低税率１０％から５％に引き下げられ、最高税率が３７％から４０％に引き上げ

られます（下表参照）。

　また、人的控除の差に対応した減額措置なども講じられます。これらの措置により、税源移譲の前

後で「住民税＋所得税」の納税者の負担は変わりません（下表の例を参照）。

※この改正は、所得税は平成１９年１月から、住民税は平成１９年度課税分（平成１９年６月徴収分）

　から適用されます。

税の負担は増えるの？　減るの？Q

A

住民税所得割の税率が１０％に統一されます。

　住民税所得割の税率は、従来、所得が多くなるにしたがって高くなる３段階の超過累進構造になっ

ていましたが、これを所得の多い少ないに関わらず、一律１０％の比例税率構造に変えることになり

ました。これによって高額所得者の多い地域に税収が集中することなく税源移譲が可能となります。

この改正は、平成１９年６月徴収分から適用されます。

　●平成１８年度分まで

　　・２００万円までの課税所得は　　　　　税率　５％

　　・２００～７００万円までの課税所得は　税率１０％

　　・７００万円超の課税所得は　　　　　　税率１３％

　　　（例）課税所得が３００万円の場合

　　　　　２００万円×５％＋（３００万円－２００万円）×１０％＝２０万円

　●平成１９年度分から

　　・課税所得に関わらず、一律１０％（町民税６％＋県民税４％）

　　　（例）課税所得が３００万円の場合

　　　　　３００万円×１０％＝３０万円

　　※実際の税額は、このほかに扶養控除や配偶者控除などの人的控除の差に対応した減額措置講

　　　じられます。

　　※注：課税所得とは・・皆さんの給与や事業収入などは、税法上は「収入」と呼ばれます。

　　　　 「課税所得」とは、この「収入」から給与所得控除や基礎控除、扶養控除、社会保険料控除、必

要　　　　 経費といった諸控除を差し引いた残りの金額のことです。「課税所得」に税率をかけたも

の　　　　 が「税額」となります。

どう変わるの？Q

A
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※子どものうち1人が特定扶養親族に該当するものとしています。

※一定の社会保険料が控除されるものとして計算しています。

※上記の表は、税源移譲による負担変動を示すものです。このほか、平成１９年分所得税、平成１９年度分住民

　税から「定率減税」が廃止されるなどの影響があります。

税源移譲前 税源移譲後

税源移譲前 税源移譲後

課税所得 税　　率

課税所得

税源移譲前（円） 税源移譲後（円）給与収入

（万円）

負担

増減

税　　率 課税所得 税　　率

税　　率課税所得

２００万円以下 ５％

10％

13％

１０％
５％

10％７００万円以下 一　　律

７００万円超

３３０万円以下

３００

５００

9,000 9,0000

76,000 195,000119,000

７００ 196,000 459,000263,000

１，０００ 442,000 1,130,000688,000

9,000 9,0000 0

0

0

0

135,500 195,00059,500

293,500 459,000165,500

539,500 1,130,000590,500

１９５万円以下

１０％３３０万円以下

２０％６９５万円以下

２３％９００万円以下

３３％１，８００万円以下

４０％１，８００万円超

２０％９００万円以下

３０％１，８００万円以下

３７％１，８００万円超

町民税　　３％

町民税　６％

県民税　４％

県民税　　２％

町民税　　８％

県民税　　２％

町民税　１０％

県民税　　３％

＝

住民税 所得税 合　計 住民税 所得税 合　計

≪税源移譲前と税源移譲後の住民税と所得税の比較≫

【住民税】

【所得税】

（例）夫婦＋子ども２人の場合

★税源移譲によって納税者の負担が変わらないための２つの措置★

（１）人的控除額の差による減額措置（平成１９年度より実施）

　　　　住民税と所得税では、扶養控除や配偶者控除などの人的控除の額に差があります。

　　　したがって、同じ収入金額でも、住民税の課税所得は、所得税よりも多くなりますので、住民税の税

　　　率を５％から１０％に引き上げた場合、所得税の税率を引き下げただけでは、税負担が増えてしまう

　　　ことになります。

　　　　このため、個々の納税者の人的控除の適用状況に応じて、住民税を減額（調整控除）することによ

　　　り、納税者の負担が変わらないようにします。

　　　　すなわち、住民税所得割の１０％比例税率化に伴い、所得税の税率構造も見直されますが、住民税

　　　と所得税の人的控除の差に対応した減額措置が講じられるため、税源移譲による「住民税＋所得税」

　　　の納税者の負担は変わりません。

（２）住宅ローン控除減少額相当分の個人住民税減額措置（平成２０年度より実施）

　　　　住宅ローン控除は所得税だけにある制度ですが、平成１１年から同１８年までの入居者については、

　　　今回の税源移譲によって、平成１９年以降の所得税における住宅ローン控除の額が減ってしまう場合

　　　には、町に申請していただくことで、その分を翌年度の住民税で減税することとしています。

　　　※なお、この減額制度の適用を受ける際には、事前に申請書を提出する等の手続きが必要です。
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◆定率減税が廃止されます

　　景気対策のための暫定的な税負担の軽減措置として導入された定率減税が、経済状況の改善などを踏ま

　え、次のとおり廃止されます。

　・所得税…所得税額の１０％（１２万５千円を限度）が減税されていましたが、平成１９年１月徴収分か

　　ら廃止されます。

　・住民税…住民税所得割の７.５％（２万円を限度）が減税されていましたが、平成１９年６月徴収分か

ら　　廃止されます。

◆非課税措置の廃止に伴う経過措置

　　年齢が６５歳以上の方で、前年の合計所得金額が１２５万円以下の方への、町・県民税非課税措置が平

　成１８年度分から廃止されていますが、平成１７年１月１日現在で６５歳に達していた（昭和１５年１月

　１日以前に生まれた）方については、所得割額・均等割額ともに平成１８年度分はその３分の２を、平成

　１９年度分はその３分の１をそれぞれ減額した額になります（平成２０年度分から本来課税される金額と

　なります）。

◆地震保険料控除の創設（個人住民税）　（平成２０年度より実施）

　　これまでの「損害保険料控除」を改め、『地震保険料控除』制度を新たに創設します。

　地震保険料等の２分の１（最高２万５千円）が所得から控除されます。

　※なお、平成１８年１２月３１日までに契約した長期損害保険契約等に係る保険料については、これまで

　　の損害保険料控除を適用します（最高１万円）。

　※地震保険料控除と損害保険料控除の両方を受ける場合は、控除額は最高２万５千円となります。

　町民の皆様に納めていただいている町税は、皆様が暮らしていく中で、福祉・教育・

防災など事業を行ううえで、とても大切な財源となるものです。近年、長引く景気の低

迷などの影響から、町税等の滞納額が年々増加しています。納税は国民の義務であり、

社会の基本的ルールです。町では安定した財源確保と税の公平性を確保するために、一

層の努力をしてまいりますので、皆様の納税へのご理解とご協力をお願いします。

　また、9月には滞納額の圧縮と収納率の向上を目的として、各種料金等の担当課で構

成された『富士河口湖町町税等収納対策推進本部』を設置しました。同本部では、11月

と12月を特別滞納整理強化月間とし、滞納防止の取り組みを行っています。

■取り組み期間／平成18年12月1日（金）～ 平成18年12月30日（土）

■対象料金等／町税（町県民税、固定資産税、軽自動車税）、国民健康保険税、介護保険料、上水道料金、下水道使用料

■今後の取組み／本年度は、平成19年３月、５月についても、一斉徴収を実施し、町税等の滞納の解消に努めます。

　　　　　　　　  町民の皆さまのご理解とご協力をよろしくお願いします。

・・・税源移譲に伴うもの以外で、今後改正になる主なものです。

この情報に関するお問い合わせ先は・・・

　　　　　　　　　富士河口湖町税務課住民税係　ＴＥＬ０５５５－７２－１１１３（直通）

町税等の納め忘れはありませんか？ 

　納期を過ぎても納めていな

い人には、督促状や催告書によ

り納付のお願いをしています。

それでもまだ納付がすんでい

ない人の家に、収納対策推進本

部員が、直接、ご自宅に訪問徴

収させていただきます。

　納期内に納付していただいた納税者の公平性、信頼を守るため、12月期間中、「特別滞納整理強化月間」と

定め、収納対策推進本部員が二人一組で、町税や各種公共料金の滞納者に対して滞納整理に取り組みます。

　納め忘れの方は、早めに納付されますようお願いします。

　今までご連絡が無かったり、

こちらから状況確認が必要と

考える方に電話催告します。

　事情もなく町税等を滞納さ

れている方に対しては、各種

財産調査し、差押予告催告書

の発送を行います。

訪 問 催 告

12月は、特別滞納整理強化月間です。

財産等の滞納処分強化 夜間の電話等による納付催告
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夜間臨時納付（納税相談）窓口を開設します！

～町税等の納付は便利で確実な口座振替で～

　「つい、うっかり町税を納めるのを忘れてしまった。」というような場合でも、町税の未納が累積す

ると、ますます納付が困難になってしまう場合があります。口座振替にすると、納め忘れすることも

なく、金融機関まで支払いに行く手間も省け、安心確実に納められます。これから、納期が到来する

町税の納付には、次の方法で申し込みができますのでご利用ください。

　振替方法は，各納期限日に期別税額を振り替える方法と、固定資産税と町県民税については、平成

19年度の第１期の納期限日に年税額を振り替える全期振替する方法が指定できます。

　ただし、申し込みから振替開始まで1ヶ月程度かかりますので、ご了承ください。

口座振替申し込み方法

　　預貯金口座のある金融機関、郵便局の窓口または町役場税務課へ、届出印をお持ちのうえ「口座

　振替依頼書」を提出していただくだけです。口座振替依頼書は、町内の各金融機関、役場税務課に

　置いてあります。

振り替えできる金融機関

　　山梨中央銀行・みずほ銀行・山梨信用金庫・都留信用組合・山梨県民信用組合・北富士農協・美富

　士農協・西八代郡農協・富士豊茂農協・郵便局

振り替えできる町税等

　　町県民税・固定資産税・軽自動車税・国民健康保険税・介護保険料・保育料・水道料・下水道使用料

問合せ先　富士河口湖町役場 税務課　収納係　　電 話 0555 － 72 － 1113

固 定 資 産 税

固 定 資 産 税

町 　 県 　 民 　 税

国 民 健 康 保 険 税

国 民 健 康 保 険 税

国 民 健 康 保 険 税

介護保険料(普徴)

介護保険料(普徴)

介護保険料(普徴)

平成18年 12月25日

平成19年  2月28日

平成19年  1月31日

平成18年 12月25日

平成19年  1月31日

平成19年   4月 2日

平成18年 12月25日

平成19年  1月31日

平成19年  4月 2日

第 ３ 期

第 ４ 期

第 ４ 期

第 ６ 期

第 ７ 期

第 ８ 期

第 ６ 期

第 ７ 期

第 ８ 期

税　　  目 納  期 納　期　限

平成18年度　今後到来する町税等の納期

　病気やけが、災害などの事情により、納税の困難な方には分割納付も可能です。遠慮なく町役場税務

課に相談してください。

　夜間納付受付日

　　　12月15日(金)、12月20日(水)、12月25日(月)

　受 付 場 所　富士河口湖町役場　１階　税務課

　受 付 時 間　午後5時から午後8時まで

　納付できる町税等　町県民税、固定資産税、軽自動車税、国民健康保険税、

　　　　　　　　　　介護保険料、上水道料金、下水道使用料

　・昼間忙しくてなかなか納付や納付相談ができないという方は、ぜひお気軽にお越しください。

　12月からの納期です。

納期内納付にご協力くだ

さい。口座振替利用の方

は預貯金残高を今一度

確認ください。

平成18年度の納期


